第２６回由布市長杯争奪西日本中学校柔道大会　開催要項

１，大 会 名　　　第２６回由布市長杯争奪西日本中学校柔道大会
２，主　　催　　　西日本中学校柔道連星大会実行委員会　　【主管：大分県柔道連盟中学部】
３，後　　援　　　由布市・由布市教育委員会・大分合同新聞社
　　協　　賛　　　㈱ミツボシ
４，期　　日　　　令和２年１月４日（土）
　　　　　　　　　・監督会議　　１２時３０分　　・開会式　　　１２時４５分
　　　　　　　　　・試合開始　　１３時００分　　・閉会式　　　男女決勝戦終了後
５，会　　場　　　由布市湯布院スポーツセンター『体育館』　〒879-5192　由布市湯布院町川西
６，競技規則　　　（１）参加資格
①全日本柔道連盟に競技者登録をしている学校・道場及び登録している選手。
②学校教育法83条の各種学校（1条校以外）に在籍し、全日本柔道連盟に登録をしている道場及び中学校の１～３年生とする。
③県外は同一校２チームまでとし、合同チームも可とする。
④大会の要項を理解して保護者の了承を得て、校長及び館長が認めた者。
⑤選手は、保護者の責任において出場させる。
⑥第４5回西日本中学校冬季湯布院錬成大会に参加する学校のみ参加できる。
　　　　　　　　　（２）チーム編成
　　　　　　　　　　　①男子チームは、監督１名・選手７名（補員２名を含む）・審判１名とする。審判は監督と兼ねることができる。但し、女子の審判とは兼ねることはできない。女子チームは、監督１名・選手４名（補員１名を含む）・審判１名とする。審判は監督と兼ねることができる。但し、男子の審判と兼ねることはできない。
　　　　　　　　　　　②選手の配列は、男子５名・女子３名の体重順とする。欠員の場合は、先鋒から順次空ける。一度退いた選手の再出場は認めない。
　　　　　　　　　（３）試合方法
　　　　　　　　　　　①男女別で、参加校全てのトーナメント方式で行う。
　　　　　　　　　　　②トーナメント方式で勝敗の順位は、次の方法で決定する。
　　　　　　　　　　　　ア、チーム間における勝ち数による。尚、同等の場合は、内容による。
　　　　　　　　　　　　イ、アにおいて同等の場合は、１名による代表戦により決定する。
　　　　　　　　　（４）審判規程
　　　　　　　　　　　①国際柔道連盟試合審判規定・「国内における少年大会特別規定」による。
　　　　　　　　　　　②優勢勝ちは有効又は指導２以上とする。代表戦は自由代表１回行う。
　　　　　　　　　　　③試合時間は、３分間とする。（但し、準々決勝までは通しの時間とする。）
７，表　　彰　　　・１位～３位の学校には、賞状・優勝杯（持ち回り）を授与する。
８，組 合 せ　　　・主催者で各県を考慮し、抽選により決定する。（前回ベスト４はシードする。）
９，参加申込　　　・第４２回西日本中学校冬季湯布院錬成大会の申込と同じとする。
10，そ の 他　　　①１Ｆの畳には、選手のみの入場とする。
　　　　　　　　　②試合敗退後は、「ゆふの丘」の体育館を開放します。自由に使用可
　　　　　　　　　③前回入賞校は、杯の返還をお願いします。（不参加の場合は、送付下さい。）
　　　　　　　　　④下記の入賞チームで、前回大会に杯を授与されてない学校は連絡を下さい。
　　　　　　　男子　優勝‥三日月中　２位‥田主丸中　３位‥有田中、昭栄中
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